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道
信｢

一
行
三
昧
」
考

中　
　

島　
　

志　
　

郎

楞
伽
師
資
記
（
以
下
、
師
資
記
）「
道
信
一
」（
以
下
の
漢
数
字
は　

禅
の
語
録
２
初
期
の
禅
史
１
楞
伽
師
資
記
道
信
章
の
分
段
を
、
末
部

（　

）
内
は
頁
数
を
指
す
）
は
、

我
が
此
の
法
要
は
、
楞
伽
経
諸
仏
心
第
一
に
依
り
、
又
た
文
殊
説
般
若
経
の
一
行
三
昧
に
依
る
。
即
ち
念
仏
心
は
是
れ

仏
に
し
て
、
妄
念
は
是
れ
凡
夫
な
り
。（
一
八
六
頁
）

と
、
道
信
の
法
が
楞
伽
経
と
文
殊
説
般
若
経
一
行
三
昧
に
依
る
こ
と
を
明
言
し
て
以
来
、
一
行
三
昧
は
神
秀
、
神
会
、
六
祖
壇

経
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
る
初
期
禅
宗
の

語
の
一
つ
と
な
る
。
同
経
は
す
で
に
智
顗
摩
訶
止
観
の
常
坐
三
昧
の
経
証
と
さ

れ
、
大
乗
起
信
論
ほ
か
の
諸
経
論
に
も
言
及
が
あ
る
な
ど
、
初
期
禅
宗
に
限
ら
ず
広
く
関
心
を
よ
ん
だ
と
さ
れ
る   

。
本
稿
は

先
行
研
究
の
蓄
積
に
学
び
つ
つ
、
師
資
記
「
道
信
章
」
を
中
心
に
一
行
三
昧
の
周
辺
を
再
検
討
し
て
み
た
。

│
一
行
三
昧
の
理
事
分
別

文
殊
説
般
若
経
の
一
行
三
昧
と
は
、
以
下
の
一
段
で
あ
る
。

①
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復
有
一
行
三
昧
。
若
善
男
子
善
女
人
、
修
是
三
昧
者
、
亦
速
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。

文
殊
師
利
言
、
世
尊
、
云
何
名
一
行
三
昧
。
仏
言
、
法
界
一
相
、
繫
緣
法
界
、
是
名
一
行
三
昧
。

若
善
男
子
善
女
人
、「
欲
入
一
行
三
昧
、
当
先
聞
般
若
波
羅
蜜
、
如
説
修
学
、
然
後
能
入
、
一
行
三
昧
。
如
法
界
縁
、

不
退
不
壊
、
不
思
議
、
無
礙
、
無
相
。」
㈠

善
男
子
善
女
人
、「
欲
入
一
行
三
昧
、
応
処
空
閑
、
捨
諸
乱
意
、
不
取
相
貌
、
繫
心
一
仏
、
専
称
名
字
、
随
仏
方
所
、

端
身
正
向
、
能
於
一
仏
、
念
念
相
続
。
即
是
念
中
、
能
見
過
去
未
来
現
在
諸
仏
。」
㈡ 

何
以
故
。
念
一
仏
功
徳
、
無
量
無
辺
。
亦
与
無
量
諸
仏
功
德
、
無
二
。
不
思
議
仏
法
、
等
無
分
別
、
皆
乘
一
如
、
成
最

正
覚
、
悉
具
無
量
功
德
、
無
量
弁
才
。
如
是
入
一
行
三
昧
者
、
尽
知
恒
沙
、
諸
仏
法
界
、
無
差
別
相
。（T

8-731a

）   

一
行
三
昧
は
「
法
界
一
相
、
繋
縁
法
界
」
を
観
る
三
昧
と
云
う
次
に
、
経
は
二
様
㈠
・
㈡
の
入
り
方
を
説
く
。
い
わ
ゆ
る
理

観
（
法
界
一
相
）
と
事
観
（
称
名
一
行
に
よ
る
見
仏
）
の
二
様
区
別
で
あ
る
。

㈠
の
一
段
「
欲
入
一
行
三
昧
、
…
無
相
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
理
観
」
の
立
場
と
さ
れ
、「
般
若
波
羅
蜜
」
を
聞
き
、
そ
れ
に

従
っ
て
修
学
す
る
こ
と
で
一
行
三
昧
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
云
々
。

㈡
の
一
段
「
欲
入
一
行
三
昧
…
能
見
過
去
未
来
現
在
諸
仏
」
ま
で
が
、
い
わ
ゆ
る
「
事
観
」
の
立
場
と
さ
れ
、
名
字
を
専
称

し
て
念
中
に
諸
仏
に
見
え
る
（「
繫
心
一
仏
、
専
称
名
字
」「
称
相
続　

念
中
諸
仏
」）
と
い
う
「
見
仏
」
を
実
現
す
る
念
仏
は
善
導

（613-681

）
の
浄
土
教
学
の
中
心
原
理
と
な
っ
た
。   

│
往
生
礼
讃
と
観
経
疏
の
見
仏

②

③
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先
ず
、
善
導
の
浄
土
思
想
を
軸
に
念
仏
門
の
一
行
三
昧
を
概
観
し
て
、
幾
つ
か
の
論
点
を
確
認
し
た
い
。

善
導
の
一
行
三
昧
は
往
生
礼
讃
と
そ
の
後
に
撰
述
さ
れ
た
観
経
疏
に
論
述
さ
れ
る
が   

、
安
心
・
起
行
・
作
業
の
三
門
を
一

行
三
昧
の
「
専
修
名
字
」
に
統
摂
し
た
と
さ
れ
る
。   

ま
ず
往
生
礼
讃
は
「
文
殊
説
般
若
経
」
の
一
行
三
昧
を
説
示
し
て
、
二
つ
の
性
格
「
一
行
の
名
は
理
と
称
」、「
理
観
と
専

称
」
の
理
事
に
分
か
ち
、
浄
土
門
は
事
観
の
意
義
を
重
要
視
し
た
「
口
称
念
仏
」
の
教
証
と
す
る
に
至
る
。

た
だ
往
生
礼
讃
は
、
同
経
の
欲
入
一
行
三
昧
の
一
段
（T
8-731a

）
で
、「
不
取
相
貌
」
を
「
不
観
相
貌
」
に
、「
即
是
念
中
、
能

見
過
去
未
来
現
在
諸
仏
。」
を
「
即
於
念
中
、
得
見
彼
阿
弥
陀
仏
及
一
切
仏
等
」（T

47-439a

）
に
改
変
し
て
い
る
。

そ
し
て
続
け
て
な
ぜ
観
で
は
な
く
「
専
称
名
字
」
を
勧
め
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
、「
衆
生
障
重
」
の
故
で
あ
り
、
阿
弥

陀
仏
の
大
悲
を
も
っ
て
容
易
な
「
称
名
」
を
勧
め
る
、
と
云
う
。

問
曰
、
何
故
不
令
作
観
、
直
遣
専
称
名
字
者
、
有
何
意
也
。
答
曰
、
乃
由
衆
生
障
重
、
境
細
心
麁
、
識
颺
神
飛
。
観
難

成
就
也
。
是
以
大
聖
悲
憐
、
直
勧
専
称
名
字
。
正
由
称
名
易
、
故
相
続
即
生
。（T

47-439ab

）

善
導
は
一
行
三
昧
の
「
事
観
」
を
「
念
仏
」
と
理
解
し
て
、「
繫
心
一
仏
、
専
称
名
字
」
す
る
念
に
、「
彼
阿
弥
陀
仏
及
一
切

仏
等
」
が
顕
現
「
見
仏
（
念
仏
）」
す
る
と
云
う
。

で
は
こ
の
善
導
の
一
行
三
昧
は
、
浄
土
思
想
の
所
依
経
典
で
あ
る
観
無
量
寿
経
（
以
下
、
観
経
）「
是
心
是
仏
」
と
い
か
な
る

論
理
関
係
に
あ
る
の
か
。

観
経
「
是
心
是
仏
」
と
は
同
経　

第
八
観　

像
想
観
に
、

諸
仏
如
来
、
是
法
界
身
。
遍
入
一
切
衆
生
心
想
中
。
是
故
汝
等
、
心
想
仏
時
、
是
心
即
是
、
三
十
二
相
八
十
随
形
好
。

是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
。（T

12-343a

）

④

⑤
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と
い
う
一
段
で
あ
る
が
、
善
導
は
自
身
の
観
経
疏
巻
第
三
、
八
就
像
観
中
で
、
経
文
に
従
っ
て
自
の
心
に
頂
相
、
眉
間
白
毫
と

云
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
三
十
二
相
や
八
十
随
形
好
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
仏
の
像
を
想
え
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
仏
相
も
現
前
す
る

と
い
い
、…

但
自
心
想
作
、
即
応
心
而
現
。
故
言
是
心
即
是
三
十
二
相
也
。
言
八
十
随
形
好
者
。
仏
相
既
現
。（T

37-267a

）

「
是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
」
の
解
釈
に
つ
い
て
も
、

是
心
作
仏
と
言
う
は
、
自
信
心
に
依
り
、
相
を
縁
ず
る
こ
と
作
の
如
し
。
是
心
是
仏
と
言
う
は
、
心
能
く
仏
を
想
え

ば
、
想
に
依
っ
て
仏
身
、
現
ず
。
即
ち
是
れ
心
仏
な
り
。
此
の
心
を
離
れ
て
外
に
、
更
に
異
仏
は
無
き
者
な
り
。（T

37-

267a

）

と
、「
是
心
」
を
（
衆
生
の
）「
自
ら
の
信
心
（
願
往
生
心
）」
と
し
て
解
釈
し
、「
是
心
是
仏
」
と
は
、
心
が
仏
を
想
う
こ
と
で
、

仏
自
ら
の
影
現
（
仏
身
而
現
）
が
実
現
（
見
仏
）
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
心
が
仏
で
あ
り
、
こ
の
心
の
他
に
仏
は
無
い
と
い
う

意
味
で
あ
る
と
理
解
し
、
こ
こ
か
ら
唯
識
法
身
や
自
性
清
浄
仏
性
説
を
批
判
し
た
（
後
述
）。

自
信
心
が
対
象
的
に
仏
を
捉
え
る
（
見
仏
）
の
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
は
こ
の
一
行
三
昧
に
お
い
て
顕
現
「
見
仏
（
念
仏
）」
す

る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
行
三
昧
の
「
事
観
」
は
「
是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
」
の
心
仏
関
係
を
理
解
す
る
決
定
的
な
解
釈
で
あ
る
。
善
導
の
理

解
で
は
そ
れ
が
事
観
で
あ
る
所
以
は
、『
観
経
』
は
無
相
、
離
念
の
禅
観
を
説
く
も
の
で
は
な
く
、
衆
生
は
業
障
の
た
め
に
観

仏
は
困
難
で
あ
り
、「
総
て
無
相
、
離
念
を
明
ら
め
ざ
る
」（T

37-0267b
）
か
ら
、
仏
の
垂
哀
を
待
っ
て
仏
像
を
所
縁
の
対
象
と
し

て
、
心
に
想
う
こ
と
で
（
仏
が
）
顕
現
す
る
と
い
う
、
仏
の
側
か
ら
の
働
き
が
不
可
欠
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
。

斯
乃
群
生
障
重
、
真
仏
之
観
、
難
階
。
是
以
大
聖
、
垂
哀
、
且
遣
注
心
形
像
。（T

37-267c

）

続
け
て
観
経
疏
巻
三
の
一
行
三
昧
は
、
種
々
の
善
行
は
あ
る
が
、
念
仏
に
比
べ
得
る
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
無
量
寿
経
四
十
八
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願
の
「
専
称
念
仏
」
の
功
能
が
讃
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

自
餘
衆
行
、
雖
名
是
善
。
若
比
念
仏
者
、
全
非
比
校
也
。
是
故
諸
経
中
、
処
処
広
讃
念
仏
功
能
。
如
無
量
寿
経
四
十
八

願
中
、
唯
明
専
念
弥
陀
名
号
得
生
。（T

37-0268a

）

障
重
な
衆
生
の
自
信
心
と
阿
弥
陀
と
の
呼
応
関
係
で
あ
る
「
見
仏
」
と
し
て
『
観
経
』「
是
心
是
仏
」
は
理
解
さ
れ
、
こ
こ
に

他
力
信
仰
の
教
理
的
探
求
と
浄
土
思
想
の
絶
対
優
位
を
確
信
し
た
。

│
善
導
の
自
性
清
浄
仏
性
「
観
」
批
判

善
導
教
学
と
の
対
比
で
も
う
一
点
、
禅
宗
と
の
関
連
で
検
討
し
た
い
問
題
が
「
自
性
清
浄
仏
性
観
批
判
」
で
あ
る
。

道
信
「
一
行
三
昧
」
の
理
観
の
性
格
は
、
無
相
三
昧
が
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
る
が
、
一
方
の
観
経
「
是
心
是
仏
」
の
五
種
説

に
云
う
守
一
不
移
の
「
見
仏
性
」（
㈡
二
二
六
頁
）
説
は
、
事
観
と
し
て
の
「
見
仏
」
を
墨
守
し
た
善
導
と
の
分
岐
点
で
も
あ
っ
た
。

道
信
の｢

見
仏
性
」
の
実
践
を
善
導
の
自
性
清
浄
仏
性
観
批
判
を
通
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

善
導
は
観
経
疏
巻
第
三　

第
八
像
想
観
中
で
「
見
仏
」
の
直
後
に
、
同
時
代
の
二
つ
の
思
想
動
向
を
批
判
し
て
い
る
。
即

ち
、

或
る
行
者
有
り
て
、
此
の
一
門
の
義
を
将
っ
て
唯
識
法
身
の
観
を
作
し
、
或
い
は
自
性
清
浄
仏
性
観
を
作
す
者
、
其
の

意
甚
だ
錯
れ
り
。
絶
え
て
少
分
の
相
似
も
無
き
な
り
。
…
〈
中
略
〉
…

又
た
今
ま
此
の
観
門
等
は
、
唯
だ
指
方
立
相
し
、
住
心
而
取
境
す
。
総
て
無
相
離
念
を
明
ら
め
ざ
る
な
り
。
如
来
懸

知
、
末
代
の
罪
濁
凡
夫
、
立
相
住
心
す
る
も
、
尚
お
得
る
能
わ
ず
。
何
ぞ
況
ん
や
相
を
離
れ
て
事
を
求
む
る
も
の
を
や

…
。（T

37-0267b

）
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「
自
性
清
浄
仏
性
観
」
は
ま
さ
に
「
観
門
」
と
し
て
「
住
心
而
取
境
」
す
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
善
導
の
よ
う
な

「
末
代
罪
濁
の
凡
夫
」
と
い
う
人
間
観
を
持
た
な
い
、
一
行
三
昧
を
経
文
の
原
義
通
り
実
践
す
る
集
団
と
は
い
か
な
る
集
団
を

想
定
し
て
い
た
の
か
。   

師
資
記
道
信
章
に
見
た
一
行
三
昧
や
是
心
是
仏
の
主
題
は
、
善
導
の
思
想
領
域
と
相
当
に
重
複
す
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
。

修
心
要
論
が
守
心
と
共
に
「
初
心
学
坐
禅
者
」
に
観
経
を
援
用
し
て
説
示
す
る
点
も
楞
伽
師
資
記
の
道
信
章
と
共
通
す
る
。
そ

の
一
方
で
、
修
心
要
論
、
楞
伽
師
資
記
の
浄
覚
自
序
、
同
書
慧
可
章
「
衆
生
心
中　

有
金
剛
仏
性
…
若
心
源
清
浄
、
…
不
受
後

有
」（
一
四
六
頁
）、
さ
ら
に
観
心
論
が
「
衆
心
中　

金
剛
仏
性
」
を
云
う
な
ど
、
東
山
法
門
か
ら
北
宗
文
献
を
経
て
、
慧
能
（
六

三
八-

七
一
三
）
に
至
る
ま
で
禅
宗
の
教
理
的
根
拠
は
「
自
性
清
浄
仏
性
」
説
と
い
う
明
快
な
如
来
蔵
・
仏
性
思
想
で
あ
っ
た
。   

禅
宗
の
唱
え
る
心
即
仏
は
単
な
る
教
理
に
留
め
ず
、
あ
る
い
は
智
顗
の
よ
う
に
仏
性
を
三
因
に
開
い
て
、
遠
大
な
漸
修
に
展

開
す
る
で
も
な
い
。

「
仏
と
は
覚
の
義
な
り
」
と
い
う
今
生
の
実
践
と
し
て｢

見
仏
性
」
を
実
現
す
る
運
動
で
あ
る
。
善
導
の
「
自
性
清
浄
仏
性

観
」
批
判
が
、
自
ら
の
教
理
学
と
悉
く
対
立
す
る
初
期
禅
宗
の
運
動
を
対
象
と
し
、
そ
の
思
想
の
要
諦
を
「
仏
性
観
（
見
仏
性

説
）」
で
理
解
し
て
い
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
善
導
が
「
是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
」
の
解
釈
に
、「
仏
性
の
存
在
の
み
に
よ
る
成
仏
の
可
能
性
」
で
あ
る
自
性
清
浄

仏
性
観
を
否
定
し
た
理
由
は
何
で
あ
る
か
。
指
摘
に
依
れ
ば
善
導
は
衆
生
が
仏
性
を
有
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
往
生
が
可
能
で

あ
る
と
見
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
是
心
（
願
往
生
心
）
と
是
仏
（
仏
自
顕
現
）
の
呼
応
関
係
に
於
て
、
衆
生
が
心
想
中
に
仏
と
相

見
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
意
と
理
解
さ
れ
た
。（
柴
田　

前
掲
書　

六
四
四
頁
）

ま
た
、
別
の
指
摘
で
も
、「
観
想
の
対
象
で
あ
る
浄
土
は
…
有
形
的
・
具
体
的
な
世
界
で
あ
っ
て
、
摂
論
学
派
や
禅
宗
系
な

⑥
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ど
当
時
の
仏
教
界
一
般
で
考
え
ら
れ
て
い
た
無
形
的
・
唯
心
的
な
世
界
で
は
な
い
。
…
指
方
立
相
は
、
わ
れ
わ
れ
凡
夫
の
た
め

の
仏
の
教
説
に
ほ
か
な
ら
ぬ
」「
善
導
の
解
釈
は
、
浄
影
、
天
台
、
嘉
祥
な
ど
の
諸
師
の
仏
凡
一
体
、
生
仏
不
二
と
い
っ
た
立

場
と
は
立
脚
点
が
ち
が
い
、
…
呼
応
関
係
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。」   

そ
れ
に
続
け
て
、
文
殊
説
般
若
経
一
行
三
昧
㈠
㈡
に
続
く
経
文
を
「
…
諸
仏
法
界
、
無
差
別
相
」
に
至
る
ま
で
忠
実
に
引
用

し
て
い
る
。
一
行
三
昧
の
理
観
・
事
観
の
観
点
か
ら
そ
れ
を
ど
う
理
解
す
る
か
。   

│
道
信
の
一
行
三
昧

で
は
同
様
に
一
行
三
昧
を
宣
揚
し
、
観
経
「
是
心
是
仏
」
を
所
依
と
し
た
道
信
に
あ
っ
て
は
、
一
行
三
昧
と
觀
経
の
思
想
的

関
連
は
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
か
。
道
信
と
善
導
の
相
違
点
こ
そ
、
禅
と
念
仏
と
の
分
岐
点
と
な
る
。
曽
て
小
林
論
文
に
お

い
て
「
道
信
の
一
行
三
昧
は
念
仏
に
お
い
て
は
、
仏
即
心
、
心
即
仏
と
し
て
の
「
念
仏
即
念
心
」
の
三
昧
で
あ
り
、『
観
無
量

寿
経
』
の
「
是
心
是
仏
」
を
引
証
し
て
五
種
の
法
門
が
開
か
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
禅
系
統
に
お
け
る
念
仏
の
位
置
が
こ
こ

に
求
め
ら
れ
る
。」（
小
林
㈠
一
六
七
頁
）
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
道
信
「
念
仏
禅
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
再
検
討
し
た
い
。

道
信
一
は
、
冒
頭
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
楞
伽
経
諸
仏
心
第
一
（T

16-0481c

）
に
始
ま
り
、
文
殊
説
般
若
経
の
一
行
三
昧
に
拠
る

こ
と
を
宣
言
し
、「
念
仏
心
是
仏
。
妄
念
是
凡
夫
」
ま
で
、
一
気
に
一
連
の
思
想
的
な
結
合
が
示
唆
さ
れ
る
。

道
信
一
の
最
初
の
問
題
は
こ
の
文
殊
説
般
若
経
一
行
三
昧
と
次
に
続
く
「
念
仏
心
是
仏
。
妄
念
是
凡
夫
」
の
関
係
で
あ
る
。

文
殊
説
般
若
経
に
は
類
似
表
現
と
し
て
は
「
能
於
一
仏
、
念
念
相
続
。
即
是
念
中
、
能
見
過
去
未
来
現
在
諸
仏
。」（T

8-731b

）

と
あ
る
だ
け
で
、
文
殊
説
般
若
経
に
直
接
見
い
だ
せ
る
語
で
は
な
い
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
柳
田
㈡
一
九
一
頁
）

た
だ
次
の
道
信
二
で
は
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
の
「
無
所
念
者
、
是
名
念
仏
」
を
引
い
た
後
に
、

⑧
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何
等
を
ば
無
所
念
即
ち
念
仏
と
名
づ
く
る
や
。
心
、
無
所
念
と
名
づ
く
。
心
を
離
れ
て
別
に
仏
あ
る
こ
と
無
く
、
仏
を

離
れ
て
別
に
心
あ
る
こ
と
無
し
。
念
仏
は
即
ち
是
れ
念
心
、
求
心
は
即
ち
是
れ
求
仏
な
り
。   

こ
の
道
信
二
は
、
念
仏
即
是
念
心
、
求
心
即
是
求
仏
、
念
仏
は
念
心
に
等
し
い
と
云
う
の
は
、
後
節
（
道
信
五
）
の
観
経
「
是

心
是
佛
」
の
理
解
を
前
提
と
し
て
い
る
（
後
述
）。
そ
こ
で
は
道
信
の
思
想
的
核
心
と
い
え
る
心
即
是
仏
、「
仏
即
心
」
の
直
接
的

な
等
値
関
係
を
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
道
信
一
冒
頭
に
念
仏
心
是
仏
、
妄
念
是
凡
夫
と
い
う
の
も
「
心
を
離
れ
て
仏
無
く
、
仏
を
離
れ
て
別
に
心
も
無

し
」
を
前
提
と
し
て
、
仏
凡
の
対
比
に
敷
衍
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
一
段
の
「
念
仏
」
に
は
般
若
と
念
仏
の
両
面
含
意
を
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。   

な
ぜ
な
ら
、
道
信
二
は
続
け
て
、
識
も
仏
も
形
貌
を
絶
し
て
い
る
（
所
以
者
何
。
識
無
形
、
仏
無
相
貌
）、
こ
の
道
理
（
心
は
無
所

念
で
あ
る　

筆
者
）
を
知
る
こ
と
が
「
安
心
」
で
あ
る
（
若
也
知
此
道
理
、
即
是
安
心
）
か
ら
で
、
こ
こ
に
こ
そ
文
殊
般
若
無
相
三
昧

（
一
行
三
昧
）
の
㈠
（
理
観
）
の
要
諦
が
提
示
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
「
安
心
」
は
達
摩
以
来
の

語
で
あ
り
、
師
資
記
の
中
心
思
想
で
あ
る
。
た
だ
既
に
見
た
よ
う
に
道
信
の
い
う
心
は
無

所
念
と
し
て
の
心
（
心
名
無
所
念
）
で
あ
り
、
形
貌
無
き
仏
と
等
値
さ
れ
る
心
で
あ
る
。

念
仏
即
念
心
も
念
仏
に
意
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
仏
即
心
の
同
義
と
等
値
を
云
う
の
で
あ
っ
て
、
一
行
三
昧
の
㈠
「
理

観
」
と
し
て
の
心
（
無
所
念
心
）
を
、
了
解
す
る
こ
と
が
「
安
心
」
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
り
、
念
仏
念
心
、
求
心
求
仏
も
上

記
の
よ
う
な
意
味
の
心
即
仏
と
い
う
前
提
で
仏
に
つ
い
て
も
「
仏
無
相
貌
（
文
殊
説
般
若
経
）」
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
道
信
二
の
「
此
等
心
は
即
ち
是
れ
如
来
真
実
法
性
の
身
な
る
を
」
に
次
い
で
、
心
の
名
は
無
量
だ
が
、
同
一
体
で
あ
り
、

「
一
切
諸
事
は
皆
な
是
れ
如
来
一
法
身
故
」（
柳
田
㈡
一
九
二
頁
）
ま
で
敷
衍
さ
れ
、
文
殊
説
般
若
経
に
い
う
無
量
名
称
、
無
相
三
昧

の
説
示
と
し
て
連
な
る
と
い
え
る
。

⑩

⑪



9

道
信
二
の
是
心
是
仏
、
識
無
形
、
仏
無
相
貌
と
い
う
道
理
を
知
る
と
い
う
、
こ
の
安
心
定
義
は
す
で
に
求
那
跋
陀
羅
二
の
四

種
安
心
に
お
い
て
先
取
り
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
師
資
記
求
那
跋
陀
羅
二
は
擬
作
仏
者
、
先
学
安
心
で
始
ま
り
、
修
行
と
安
心
を
弁
別
し
た
上
で
四
種
安
心
を
説
く
。

凡
夫
、
声
聞
、
菩
薩
の
心
に
次
い
で
、
四
の
理
心
で
は
理
即
是
心
、
理
と
心
の
体
用
関
係
が
含
意
さ
れ
、
心
理
平
等
を
仏
心
と

呼
ん
で
い
る
。

今
言
安
心
者
。
…
四
者
理
心
。
謂
非
理
外
理
、
非
心
外
心
。
理
即
是
心
。
心
能
平
等
、
名
之
為
理
。
理
照
能
明
、
名
之

為
心
。
心
理
平
等
、
名
之
為
仏
心
。（
同
一
〇
二
頁
）

同
章
後
段
の
凡
聖
無
異
、
境
智
無
二
。
理
事
倶
融
。
真
俗
斉
観
。
染
浄
一
如
。
仏
与
衆
生
、
本
来
平
等
一
際
（
同
一
〇
二
頁
）
と

併
せ
て
『
二
入
四
行
論
』
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
一
段
（
柳
田
㈢
二
四
二-

四
頁
）
だ
が
、
理
と
心
の
平
等
不
二
を
い
い
、
理
は
心

の
体
、
心
は
理
の
用
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
り
、
畢
竟
そ
れ
が
仏
心
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
別
所
、
道
信
七
で
分
析
さ
れ
る
心

の
定
義
、
心
の
五
種
の
性
質
と
別
趣
で
は
な
い
。

即
ち
、
道
信
七
で
は　

又
古
時
智
敏
禅
師
訓
曰
、
に
続
け
て
、『
観
無
量
寿
経
』  

の
一
段
、「
諸
仏
法
身
、
一
切
衆
生
の
心

想
に
入
り
て
、
是
心
是
仏
、
是
心
作
仏
。」
を
引
く
が
、
続
く
道
信
の
語
「
当
に
知
る
べ
し
、
仏
即
是
心
、
心
外
更
に
別
仏
無

き
こ
と
を
。」（
同
二
二
五
頁
）
も
、
道
信
二
の
「
離
心
無
別
有
仏
」｢

念
仏
即
是
念
心
」（
同
一
九
二
頁
）
と
同
義
で
あ
り
、
仏
即
是
心
、

仏
と
心
の
等
値
が
端
的
に
宣
言
さ
れ
る
だ
け
で
、
善
導
「
是
心
是
仏
」
と
の
相
違
は
明
白
で
あ
る
。  

道
信
七
は
続
け
て
、「
是
心
是
仏
」
の
「
心
」
の
特
質
と
作
用
と
い
う
道
信
の
根
本
原
理
を
五
項
目
に
展
開
し
て
ゆ
く
。「
略

而
言
之
、
凡
有
五
種
。」
と
い
う
五
者
は
結
局
、
五
種
の
様
態
で
捉
え
た
「
心
」
の
根
本
規
定
で
あ
る
。
心
は
無
所
念
の
当
体

で
あ
る
こ
と
が
先
に
示
さ
れ
た
が
、
心
体
の
清
浄
な
る
こ
と
仏
に
同
じ
く
（
一
者
知
心
体
）、
用
い
て
常
に
寂
静
（
二
者
知
心
用
）、

覚
し
て
停
ま
ら
ず
（
三
者
常
覚
不
停
）、
身
の
空
寂
な
る
こ
と
を
観
察
し
（
四
者
常
観
身
空
寂
）、
心
を
集
中
し
て
常
に
留
め
て
、
明

⑫
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ら
か
に
仏
性
を
見
せ
、
定
門
に
入
ら
せ
る
（
五
者
守
一
不
移
。
動
静
常
住
、
能
令
学
者
、
明
見
仏
性
、
早
入
定
門
）。

か
く
し
て
道
信
七
「
守
一
不
移　

動
静
常
住
」
を
通
し
て
「
見
仏
性
」
さ
せ
る
と
い
う
の
が
「
守
心
説
」
で
あ
り
、
道
信
八

で
「
守
一
不
移
」
が
詳
説
さ
れ
る
が
、
道
信
十
の
「
常
存
朗
然
、
是
名
仏
性
」
と
い
う
仏
性
定
義
と
共
に
、
道
信
の
一
行
三
昧

は
、
無
相
三
昧
と
し
て
の
「
見
仏
性
」
説
に
帰
着
す
る  

の
で
あ
り
、「
見
仏
」「
観
仏
」
と
は
当
然
異
な
る
。

求
那
跋
陀
羅
の
四
種
安
心
（
同
書
一
〇
二
頁
）
も
原
理
は
第
四
の
理
即
是
心
で
あ
り
、
道
信
が
識
無
形
、
仏
無
相
貌
の
故
に
仏
即

是
心
と
知
る
こ
と
（
一
九
二
頁
）
を
安
心
と
呼
ぶ
こ
と
と
も
別
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
北
地
の
達
摩
の
法
統
と
道
信
を
楞
伽
経
伝
持
（
楞
伽
師
）
の
系
譜
と
し
て
繋
ぐ
こ
と
が
、
法
如
以
来
の
北
地
に
進

出
し
た
東
山
法
門
の
、
そ
し
て
浄
覚
楞
伽
師
資
記
の
課
題
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
求
那
跋
陀
羅
を
達
磨
の
前
に
配
し
た
楞
伽
師

資
記
が
楞
伽
経
と
楞
伽
宗
の
法
統
を
宣
言
し
て
も
、
求
那
跋
陀
羅
章
が
そ
も
そ
も
玄
賾
・
浄
覚
派
の
虚
構
で
あ
る
と
考
え
る
べ

き
で
、
求
那
跋
陀
羅
章
の
四
巻
楞
伽
経
と
「
教
授
法
時
」
以
下
の
文
に
緊
密
な
関
連
が
あ
る
と
も
見
え
な
い
。
そ
れ
は
玄
賾
・

浄
覚
派
の
論
述
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
四
種
安
心
説
は
、
道
信
の
無
所
念
の
心
が
仏
で
あ
る
と
い
う
安
心
説
と
そ
れ
を
展
開
し

た
五
種
心
（
同
書
二
二
五
頁
）
と
同
工
異
曲
で
あ
り
、
道
信
（
安
心
方
便
門
）
の
忠
実
な
継
承
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
道
信
の
「
是
心
是
仏
」
は
心
の
定
義
の
上
に
、
心
の
性
質
、
作
用
と
い
う
分
析
を
深
め
る
。
そ
れ
が
「
安
心
」

の
法
で
あ
る
が
、
道
信
十
の
性
雖
無
形
、
志
節
恒
在
。
然
幽
霊
不
竭
、
常
存
朗
然
、
是
名
仏
性
と
い
う
仏
性
定
義
を
根
拠
に
、

道
信
七
で
は
、
先
の
五
種
心
の
中
で
、
見
仏
性
と
い
う
新
た
な
提
案
を
す
る
。

そ
の
三
者　

常
覚
不
停
。
覚
心
在
前
、
覚
法
無
相　

と
い
う
作
用
の
先
に
、

そ
の
五
者　

守
一
不
移
。
動
静
常
住
、
能
令
学
者
、
明
見
仏
性
、
早
入
定
門　

と
、
学
道
者
を
し
て
明
ら
か
に
仏
性
を
見
せ

⑭
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し
め
る
と
い
う
心
の
働
き
を
明
か
す
。
僧
璨
一
「
璨
印
道
信
、
了
了
見
仏
性
処
」（
一
六
七
頁
）、
弘
忍
三
「
我
印
可
汝
、
了
了
見

仏
性
処
是
也
。」（
二
八
七
頁
）
も
、
同
様
の
例
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
換
言
す
れ
ば
そ
れ
は
、
道
信
五
（
二
一
三
頁
）
に
聖

道
は
独
一
浄
処
に
し
て
、
自
ら
道
果
を
証
す
る
な
り
、
と
云
う
常
に
自
心
の
作
用
、
自
の
見
性
に
依
る
こ
と
が
課
題
な
の
で

あ
っ
た
。学

用
心
者
、
要
須
心
路
明
浄
、
悟
解
法
相
、
了
了
分
明
、
…
復
須
内
外
相
称
、
理
行
不
相
為
、
決
須
断
絶
、
文
字
語
言

有
為
。
聖
道
独
一
浄
処
、
自
証
道
果
也
。

こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
禅
宗
の
運
動
が
仏
即
覚
義
に
能
動
的
な
解
釈
を
付
与
し
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。  

鈴
木
大
拙
「
禅
思
想
史
研
究
第
二
」（
鈴
木
大
拙
全
集
第
二
巻
二
四
六
頁
）
が
道
信
、
弘
忍
の
「
看
心
」
と
呼
ぶ
所
以
で
あ
る
が
、

「
是
心
是
仏
」
を
「
自
証
道
果
」
と
し
て
了
解
さ
せ
る
覚
は
、
慧
可
「
衆
生
識
心
自
度
」（
一
四
六
頁
）
と
云
い
、
先
の
求
那
跋

陀
羅
章
が
「
擬
作
仏
者　

先
学
安
心
」（
一
○
六
頁
注
）
と
云
う
の
も
同
様
の
主
張
で
あ
る
。

初
期
禅
宗
と
善
導
の
理
解
す
る
「
覚
」
と
は
決
定
的
な
相
違
が
あ
り
、
ひ
い
て
は
両
者
の
人
間
観
の
相
違
と
も
な
る
。
即

ち
、
善
導
観
経
疏
巻
第
一
釈
名
で
は
、

第
二
次
釋
名
者
。
経
言
仏
説
「
無
量
寿
観
経
」
一
卷
。
言
仏
者
、
乃
是
西
国
正
音
、
此
土
名
覚
。
自
覚
覚
他
、
覚
行
窮
満
、

名
之
為
仏
。
言
自
覚
者
、
簡
異
凡
夫
。
…
言
覚
行
窮
満
者
、
簡
異
菩
薩
。
此
由
如
来
、
智
行
已
窮
、
時
劫
已
満
、
出
過
三
位
、

故
名
為
仏
。（37-0246b

）

善
導
は
「
仏
者
覚
義
」
を
承
け
つ
つ
、「
自
覚
覚
他
、
覚
行
窮
満
」
で
き
る
の
が
仏
で
あ
り
、
声
聞
、
菩
薩
、
凡
夫
と
は
全

く
異
な
る
存
在
で
あ
り
、
末
代
罪
濁
の
凡
夫
に
は
法
身
は
と
う
て
い
看
取
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
断
言
す
る
。（T

37-0267b

）

そ
の
理
解
は
教
理
に
沿
っ
た
「
覚
」
の
語
義
と
し
て
妥
当
で
は
あ
る
。
し
か
し
善
導
に
は
一
行
三
昧
の
理
観
の
性
格
は
凡
夫

の
所
領
で
は
な
か
っ
た
。

⑮
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又
今
此
観
門
等
、
唯
指
方
立
相
、
住
心
而
取
境
。
総
不
明
無
相
離
念
也
。（T
37-0267b

）

冒
頭
に
見
た
よ
う
に
、
理
観
と
し
て
の
一
行
三
昧
、
無
相
三
昧
と
は
、
心
を
法
界
無
相
と
観
る
よ
う
な
三
昧
で
あ
る
。
道
信

の
場
合
は
念
仏
と
云
っ
て
も
、
心
が
仏
を
見
る
と
い
う
見
仏
、
観
仏
の
意
味
で
は
一
行
三
昧
を
理
解
し
て
い
な
い
。
善
導
教
学

が
一
行
三
昧
の
「
事
観
」「
見
仏
」
に
立
つ
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

こ
れ
と
対
照
的
に
道
信
も
西
方
浄
土
に
言
及
が
あ
る
。

道
信
五
で
、
先
の
真
須
任
運
に
続
け
て
、
西
方
浄
土
信
仰
を
用
い
る
の
か
と
云
う
問
い
に
、

若
知
心
本
来
、
不
生
不
滅
、
究
竟
清
浄
、
即
是
浄
仏
国
土
。
更
不
須
向
西
方
。
…
中
略
…
仏
為
鈍
根
衆
生
、
今
向
西

方
。
不
為
利
根
人
説
也
。（
二
一
三
頁
）

と
、
心
の
本
来
不
生
不
滅
、
清
浄
を
知
れ
ば
即
ち
浄
土
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
仏
は
鈍
根
衆
生
の
た
め
に
西
方
浄
土
を
説
か
れ

た
、
と
い
う
の
は
浄
土
信
仰
批
判
と
い
え
る
が
、
浄
土
念
仏
は
初
学
方
便
の
位
置
付
け
（
北
宗
文
献
も
）
で
あ
っ
て
、
特
に
対
決

的
な
姿
勢
と
は
云
え
な
い
。（
壇
経
は
明
白
に
論
題
と
し
て
い
る
が
）
し
か
し
、
一
方
で
、
道
信
九
、
十
に
は
「
初
心
学
道
」
の
方

法
が
語
ら
れ
る
。
西
方
に
向
か
う
鈍
根
衆
生
と
区
別
さ
れ
る
の
が
、「
初
心
学
道
」
の
用
心
で
あ
る
。
浄
土
信
仰
を
斥
け
る
一

方
で
道
信
の
一
行
三
昧
が
特
に
「
初
学
坐
禅
看
心
」
と
い
う
限
定
を
課
し
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

道
信
九
（
初
学
坐
禅
の
第
一
と
さ
れ
る
一
段
）  

若
初
学
坐
禅
時
、
於
一
静
処
、
真
観
身
心
。
四
大
五
蔭
、
眼
耳
鼻
舌
身
意
、
及
貪
嗔
癡
、
為
善
若
惡
、
若
怨
若
親
、
若

凡
若
聖
、
及
至
一
切
諸
状
、
応
当
観
察
。
従
本
以
来
空
寂
。
不
生
不
滅
。
平
等
無
二
。
従
本
以
来
無
所
有
。
究
竟
寂

滅
。
…
不
問
昼
夜
、
行
住
坐
臥
、
常
作
此
観
、
即
知
自
身
猶
如
水
中
月
。

道
信
十
（
初
学
坐
禅
の
第
二
と
さ
れ
る
一
段
）

⑯
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初
学
坐
禅
看
心
、
独
坐
一
処
、
先
端
身
正
坐
、
寛
衣
解
帯
、
放
身
縱
体
、
自
按
摩
七
八
翻
、
令
腹
中

氣
出
尽
、
即
滔

然
得
性
、
清
虚
恬
浄
。
…
中
略
…
観
察
分
明
、
内
外
空
浄
、
即
心
性
寂
滅
。
如
其
寂
滅
、
則
聖
心
顕
矣
。
性
雖
無
形
、

志
節
恒
在
。
然
幽
霊
不
竭
、
常
存
朗
然
、
是
名
仏
性
。

道
信
十
「
初
学
者
の
学
道
」
で
見
仏
性
、
悟
仏
性
を
説
示
し
た
末
部
に
本
段
は
「
修
道
有
方
便
」
と
総
括
す
る
。
初
学
者
の

学
道
に
方
便
が
あ
る
と
は
い
か
な
る
意
味
か
。

道
信
四
で
も
、
煩
悩
に
迷
う
衆
生
は
悟
れ
な
い
が
、
心
性
は
本
来
清
浄
で
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
師
た
る
も
の
は
学
人
の
根
縁
不

同
（
四
種
）
を
識
別
す
べ
き
だ
と
し
て
、

為
謗
三
宝
、
破
和
合
僧
、
諸
見
煩
惱
所
汚
、
貪
嗔
顛
倒
所
染
、
衆
生
不
悟
、
心
性
本
来
常
清
浄
。
故
為
学
者
、
取
悟
不

同
、
有
如
此
差
別
。
今
略
出
根
縁
不
同
。（
二
〇
六
頁
）

そ
れ
は
道
綽
、
善
導
の
理
解
し
た
衆
生
の
機
根
に
従
っ
た
念
仏
浄
土
思
想
と
い
か
に
区
別
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

道
信
一
で
は
、
文
殊
説
般
若
経
一
行
三
昧
㈠
㈡
が
、
理
・
事
に
配
当
さ
れ
て
理
解
さ
れ
た
こ
と
を
見
た
。
道
信
一
は
こ
の
一

行
三
昧
の
経
文
を
「
…
諸
仏
法
界
、
無
差
別
相
」
に
至
る
ま
で
忠
実
に
引
用
す
る
が
、
続
く
道
信
の
説
示
「
身
心
方
寸
、
挙
足

下
足
、
常
に
道
場
に
在
り
」
は
、
一
行
三
昧
の
結
論
と
云
え
る
「
理
観
」
の
性
格
（
無
相
三
昧
）
が
強
調
さ
れ
る
。
も
と
よ
り

一
行
三
昧
の
理
観
は
具
体
的
な
叙
述
に
は
乏
し
い
の
だ
が
、
道
信
章
の
別
所
で
も

道
信
四
「
亦
た
仏
を
念
ぜ
ず
、
亦
た
心
を
捉
え
ず
…
直
に
任
運
な
れ
」（
二
○
五
頁
）

道
信
五
「
直
に
須
ら
く
任
運
な
る
べ
し
」
と
い
い
、
西
方
浄
土
信
仰
は
「
利
根
人
の
為
に
は
説
か
」
ず
（
二
一
三
頁
）

道
信
九
で
も
、
初
学
坐
禅
の
方
法
に
続
く
「
昼
夜
を
問
わ
ず
、
行
住
坐
臥
に
常
に
此
の
観
を
作
せ
ば
」（
二
四
九
頁
）
つ
い
に
真

実
懺
悔
に
到
達
す
る
と
云
う
。
智
顗
も
四
種
三
昧
を
総
括
し
て
、「
理
観
に
意
を
得
れ
ば
事
相
の
三
昧
、
任
運
に
自
ず
か
ら
成

ず
」（T

46-018c

）
と
い
い
、
任
運
の
語
は
、
智
顗
に
倣
え
ば
道
信
一
行
三
昧
の
理
観
の
本
旨
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
で
は
一
行
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三
昧
（
無
相
三
昧
）
の
理
事
二
側
面
と
初
学
坐
禅
の
二
つ
の
三
昧
法
、
そ
の
相
違
点
と
関
連
は
い
か
に
理
解
で
き
る
か
。

│
摩
訶
止
観
常
坐
三
昧
の
意
止
観

文
殊
説
般
若
経
と
一
行
三
昧
は
智
顗
摩
訶
止
観
巻
第
二
の
第
二
修
大
行
に
説
か
れ
る
四
種
三
昧
の
一
で
あ
る
常
坐
三
昧
の
経
証

と
約
法
で
あ
る
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
摩
訶
止
観
の
所
説
で
は
、
各
三
昧
は
身
口
意
の
三
止
観
か
ら
な
っ
て
お
り
、
常

坐
三
昧
に
始
ま
る
四
種
三
昧
と
は
そ
も
そ
も
身
儀
に
約
し
た
名
称
で
、
常
坐
三
昧
も
身
儀
と
し
て
の
坐
禅
を
命
名
し
た
の
で
あ

り
、
法
に
約
せ
ば
一
行
三
昧
、
仏
立
三
昧
他
の
名
が
立
つ
と
い
う
。
常
坐
三
昧
は
文
殊
説
般
若
経
を
経
証
と
す
る
の
だ
が
、
し

か
し
一
行
三
昧
が
直
ち
に
「
身
に
常
坐
を
開
く
」
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
常
坐
（
坐
禅
）
と
い
う
身
止
観
が
一
行
三
昧
を
根

拠
づ
け
る
の
で
も
な
い
。
常
坐
と
い
う
身
儀
は
大
智
度
論
巻
七
に
よ
る
と
さ
れ
る
。（
安
藤
俊
雄
『
天
台
学
』
一
八
九
頁
の
指
摘
）

文
殊
説
般
若
経
一
行
三
昧
の
本
領
は
意
止
観
こ
そ
あ
る
。
常
坐
三
昧
が
身
儀
に
約
し
た
名
称
で
あ
る
に
対
し
、
常
坐
三
昧
の
身

口
意
の
内
、
文
殊
般
説
若
経
は
常
坐
三
昧
の
三
止
観
の
内
、
意
止
観
を
説
く
一
段
に
引
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。  

従
っ
て
、
道
信
一
行
三
昧
の
理
観
は
名
称
無
尽
の
無
相
三
昧
を
本
義
と
し
て
、
先
に
見
た
道
信
九
、
若
初
学
坐
禅
時
、
於
一
静

処
、
真
観
身
心
に
続
く
一
段
「
不
問
昼
夜
、
行
住
坐
臥
、
常
作
此
観
」
は
、
常
坐
三
昧
と
は
理
解
で
き
な
い
が
、
一
行
三
昧
の

理
観
に
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

摩
訶
止
観
巻
第
二　

四
に
非
行
非
坐
三
昧
と
は
、
上
は
一
向
に
行
・
坐
を
用
う
。
此
れ
既
に
上
と
異
な
る
も
、
四
句
を

成
さ
ん
が
た
め
の
故
に
非
行
非
坐
与
名
づ
く
。
実
に
は
行
・
坐
及
び
一
切
事
に
通
ず
。
而
し
て
南
岳
師
は
呼
ん
で
随
自

意
と
な
す
。
意
起
れ
ば
即
ち
三
昧
を
修
す
。（T

46-014b

）

と
、
印
順
も
す
で
に
、
常
坐
、
常
行
に
は
摂
さ
ま
ら
な
い
不
問
昼
夜
、
行
住
坐
臥
の
止
観
と
い
う
意
味
で
、
む
し
ろ
四
種
三
昧

⑰
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の
非
行
非
坐
三
昧
へ
の
注
意
を
促
し
て
い
る
（
邦
二
〇
八
頁
）  

が
、
非
行
非
坐
三
昧
は
南
嶽
慧
思
（
五
一
四
？-

五
七
七
）
が
随
自
意

と
呼
ぶ
三
昧
で
あ
り
、
智
顗
も
四
種
三
昧
を
総
括
し
て
、「
方
法
は
各
お
の
異
な
る
も
、
理
観
は
則
ち
同
じ
。
若
し
理
観
を
解

す
れ
ば
事
と
し
て
通
ぜ
ざ
る
こ
と
な
し
。
…
理
観
に
意
を
得
れ
ば
事
相
の
三
昧
、
任
運
に
自
ず
か
ら
成
ず
」（T

46-018c

）
と
云

い
、
理
観
は
四
種
三
昧
全
体
に
通
じ
る
と
す
る
。

冒
頭
を
想
起
す
れ
ば
、
念
仏
と
は
念
心
の
意
で
あ
っ
て
、
是
心
是
仏
の
本
意
は
仏
と
等
し
い
「
心
を
念
ず
る
」
こ
と
に
あ
る

と
す
れ
ば
一
行
三
昧
を
摩
訶
止
観
に
倣
っ
て
直
ち
に
身
の
開
遮
と
し
て
常
坐
三
昧
と
理
解
す
る
の
は
念
仏
禅
（
坐
禅
）
と
い
う

性
格
規
定
同
様
に
再
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

道
信
の
一
行
三
昧
は
名
称
無
尽
の
無
相
三
昧
で
あ
る
理
観
（
意
止
観
）
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
行
住
坐
臥
の
四

時
三
昧
（
非
行
非
坐
三
昧
）
に
展
開
す
る
こ
と
が
本
意
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
道
信
九
、
十
が
説
く
初
学
坐
禅
と
い
う
限
定
は
、

「
修
道
有
方
便
」
の
典
型
で
あ
っ
て
、
初
心
学
道
に
「
念
仏
」「
坐
禅
」
を
勧
め
た
の
は
、
身
儀
で
あ
る
常
坐
三
昧
を
ま
さ
に
一

行
三
昧
の
初
学
（
方
便
）
と
し
て
宣
揚
し
た
と
理
解
で
き
る
。

で
は
坐
禅
（
方
便
）
は
鈍
根
、
中
下
根
衆
生
の
事
観
な
の
か
と
い
う
と
、
道
信
の
方
便
は
理
観
に
お
け
る
本
旨
と
方
便
と
い

う
関
係
で
あ
っ
て
、
道
信
に
は
前
提
と
し
て
浄
土
批
判
が
あ
る
よ
う
に
、
念
仏
（
称
名
念
仏
）
が
方
便
な
の
で
は
な
い
。
初
学

坐
禅
が
一
行
三
昧
の
方
便
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
道
信
自
ら
「
念
仏
」
に
は
修
道
方
便
が
あ
る
と
明
言
す
る
が
、
道
信
の
一
行

三
昧
に
い
う
「
念
仏
」
と
は
「
念
心
」
で
あ
っ
て
、「
念
仏
即
念
心
」
の
「
仏
即
心
」
仏
と
心
の
無
媒
介
の
等
値
こ
そ
、
道
信

の
根
本
原
理
で
あ
る
。

道
信
一
「
念
仏
心
是
仏
。
妄
念
是
凡
夫
」
に
見
た
心
は
、
無
所
念
が
心
で
あ
る
（「
心
名
無
所
念
」）
か
ら
、
無
形
貌
の
仏
な
の

で
あ
り
、
妄
念
に
堕
ち
る
か
ら
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
ま
で
で
、
凡
聖
一
如
、
転
迷
開
悟
の
論
理
は
依
然
、
是
心
是
仏
を
根
拠
と

し
て
い
る
。

⑱
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そ
れ
は
一
行
三
昧
の
「
見
仏
（
事
観
）」
で
は
な
く
「
見
仏
性
（
理
観
）」
の
実
践
が
本
意
で
あ
る
。

浄
土
信
仰
は
そ
も
そ
も
道
信
の
関
心
の
外
で
あ
り
、
一
行
三
昧
を
阿
弥
陀
仏
の
見
仏
、
念
仏
（
事
観
）
と
は
同
視
で
き
な
い

の
で
あ
り
、
一
行
三
昧
の
理
観
の
上
に
初
学
方
便
が
設
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

印
順
は
一
行
三
昧
の
般
若
行
（
理
の
立
場
）
を
前
提
と
し
つ
つ
、
伝
法
宝
紀
や
続
高
僧
伝
「
玄
爽
伝
」（T

50-600a

）
に
依
っ
て

道
信
は
「
坐
禅
根
本
」
を
唱
え
た
と
理
解
す
る
（
邦
訳
二
○
七-

八
頁
）。
確
か
に
修
心
要
論
以
来
、
師
資
記
も
ま
た
慧
可
章
を
中
心

に
「
坐
禅
」
を
為
主
と
す
る
主
張
が
あ
る
（
慧
可
一
、
二
及
び
柳
田
㈢
一
九
二
頁
参
照
）。
し
か
し
、
師
資
記
道
信
章
の
原
資
料
で
あ
る

「
入
道
安
心
要
方
便
法
門
」
と
、
師
資
記
を
編
纂
し
た
弘
忍
以
降
の
北
宗
の
世
代
の
理
解
（
思
想
）
と
を
直
ち
に
同
一
視
し
て
よ

い
か
ど
う
か
、「
坐
禅
為
主
」
は
師
資
記
と
伝
法
宝
紀
の
世
代
に
は
定
着
し
て
い
た
が
、
道
信
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は

一
行
三
昧
を
め
ぐ
る
根
本
的
な
修
道
観
の
相
違
が
存
在
す
る
。（
小
川
は
従
来
説
に
立
つ
）

印
順
は
師
資
記
の
道
信
四
の
一
段

「
信
曰
、
亦
不
念
仏
、
亦
不
捉
心
、
亦
不
看
心
、
亦
不
計
心
、
亦
不
思
惟
、
亦
不
観
行
、
亦
不
散
乱
、
直
任
運
。
亦
不

令
去
、
亦
不
令
住
、
独
一
清
浄
、
究
竟
処
、
心
自
明
浄
。」（
柳
田
㈡
二
〇
五
頁
）

を
引
い
て
慧
能
「
一
行
三
昧
」
に
通
ず
る
と
し
て
、
念
仏
と
は
別
の
「
一
行
三
昧
」
を
挙
げ
る
（
邦
訳
二
一
〇-

一
頁
）
が
、
そ
こ

に
引
用
さ
れ
る
文
殊
説
「
如
法
界
緣
、
不
退
不
壊
、
不
思
議
、
無
礙
、
無
相
」
の
経
文
は
、
ま
さ
に
同
経
の
「
理
観
」
に
当
た

る
一
段
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
道
信
一
行
三
昧
は
こ
の
理
観
に
本
義
が
あ
り
、
所
謂
る
坐
禅
（
初
学
坐
禅
）
は
、
一
行
三
昧
の
理
観
（
本
義
）
に
対

す
る
方
便
門
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

印
順
は
道
信
に
念
仏
と
坐
禅
為
主
の
起
源
を
見
て
、
東
山
法
門
に
慧
能
の
「
一
行
三
昧
」
の
先
駆
例
が
あ
り
、
慧
能
も
そ
の

継
承
者
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
邦
訳
二
〇
八
頁　

小
林
論
文
に
同
じ
）。
し
か
し
、
そ
れ
は
文
殊
説
般
若
経
一
行
三
昧
の
二
つ
の
方
法
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と
云
う
ま
で
で
、
理
と
事
の
弁
別
も
明
確
で
は
な
い
。
当
然
、
二
つ
の
方
法
は
理
観
に
内
在
す
る
性
格
と
し
て
継
承
、
展
開
さ

れ
た
と
い
う
理
解
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
確
か
に
理
観
と
し
て
の
一
行
三
昧
は
高
度
に
抽
象
的
、
難
解
な
表
現
を
さ
れ
る
の
だ

が
、
む
し
ろ
「
一
行
三
昧
」
は
道
信
か
ら
慧
能
ま
で
、
念
仏
（
事
観
）
で
は
な
い
理
観
の
性
格
で
一
貫
す
る
思
想
の
系
譜
と
し

て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

道
信
二
に
云
う
「
念
仏
即
念
心
」
で
す
ら
無
所
念
と
し
て
の
心
と
、
相
貌
無
き
仏
の
関
係
で
あ
り
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
安

心
で
あ
る
。（
一
九
二
頁
）
そ
れ
は
先
に
見
た
求
那
跋
陀
羅
の
四
種
安
心
の
第
四
理
心
に
、
理
即
心
、
心
理
平
等
を
「
仏
心
」
と
名

付
け
（
一
〇
二
頁
）
る
心
と
仏
の
関
係
で
あ
り
、
名
雖
無
量
、
皆
同
一
体
（
一
九
二
頁
）
で
あ
っ
て
仏
性
も
名
の
一
に
過
ぎ
な
い
。

従
っ
て
、
道
信
十
に
は
「
初
学
坐
禅
看
心
」
を
開
き
、「
修
道
に
方
便
有
る
こ
と
」
を
認
め
る
。

仏
性
は
「
性
無
形
」
に
違
い
な
い
が
、「
然
幽
霊
不
竭
、
常
存
朗
然　

是
名
仏
性
」（
柳
田
㈡
二
五
五
頁
）
な
る
歴
然
と
し
た
用
を

見
せ
る
と
こ
ろ
に
仏
性
を
見
、
仏
性
を
悟
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

見
仏
性
者
、
永
離
生
死
、
名
出
世
人
。
是
故
維
摩
経
云
、
豁
然
還
得
本
心
、
信
其
言
也
。

悟
仏
性
者
、
是
名
菩
薩
人
、
亦
名
悟
道
人
、
亦
名
識
理
人
、
亦
名
達
士
、
亦
名
得
性
人
。（
二
五
五
頁
）

そ
し
て
見
仏
性
（
名
出
世
人
）
と
悟
仏
性
（
名
菩
薩
人
）
に
区
別
を
設
け
、
悟
仏
性
（
名
菩
薩
人
）
に
明
白
に
上
位
の
意
味
を
与
え

る
の
だ
が
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
「
初
学
者
前
方
便
也
」（
同
二
五
六
頁
）
で
あ
っ
た
。

道
信
七
は
「
諸
経
観
法
、
備
有
多
種
、
傅
大
師
所
説
、
独
擧
守
一
不
移
」
と
傅
大
士
（
四
九
七-

五
六
九
）
の
「
守
一
不
移
」

を
観
法
と
し
て
明
言
し
て
お
り
、
天
台
「
存
三
守
一
」
の
影
響
は
当
然
と
し
て
も
、
道
信
に
は
南
朝
の
涅
槃
学
の
継
承
が
前
提

と
な
っ
て
い
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。  

北
魏
系
地
論
宗
の
如
来
蔵
仏
性
思
想
の
影
響
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
む
し
ろ
後
世
、
北
上
し
た
弘
忍
門
下
の
人
々
が
、
北

⑲
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地
の
仏
教
に
自
ら
を
達
摩
と
楞
伽
経
に
自
ら
を
接
続
さ
せ
る
法
統
を
案
出
し
た
の
が
玄
賾
に
始
ま
る
楞
伽
宗
の
意
味
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
派
の
人
々
に
帯
同
さ
れ
た
の
が
道
信
の
綱
要
書
た
る
「
入
道
安
心
要
方
便
」
で
あ
っ
た
。

古
賀
論
文
は
智
顗
に
心
外
無
別
仏
の
起
源
を
求
め
る
が
、
五
種
心
の
五
に
傅
大
士
「
守
一
」
を
記
す
よ
う
に
、
傅
大
士
（
四

九
七-

五
六
九
）『
心
王
銘
』
が
是
心
是
仏
を
云
う
の
は
、
道
信
以
降
の
南
宗
禅
の
仮
託
と
ば
か
り
は
臆
断
で
き
な
い
。  

│
結一

行
三
昧
が
こ
の
時
代
、
共
通
の
課
題
と
し
て
登
場
す
る
中
、
一
行
三
昧
の
解
釈
を
廻
る
善
導
浄
土
思
想
を
手
が
か
り
に
道

信
思
想
の
特
徴
を
考
え
た
。
善
導
の
一
行
三
昧
は
阿
弥
陀
仏
の
招
請
と
来
迎
の
呼
応
関
係
を
絶
対
の
も
の
と
し
て
称
名
念
仏

（
事
観
）
の
立
場
に
展
開
し
、
観
経
「
是
心
是
仏
」
を
「
事
の
一
行
三
昧
」
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
の｢

見
仏
」
と
し
て
理
解
し
た
。

一
方
、
道
信
は
文
殊
説
般
若
「
一
行
三
昧
」
と
観
無
量
寿
経
「
是
心
是
仏
」
の
統
合
的
理
解
を
通
し
て
一
行
三
昧
を
般
若
行

（
理
観
）
へ
と
引
導
し
た
の
で
あ
る
。

活
動
時
期
は
道
信
が
先
行
す
る
が
、
そ
の
思
想
の
検
証
は
八
世
紀
初
の
成
立
と
み
ら
れ
る
楞
伽
師
資
記
（
楞
伽
人
法
志
）
に
拠

る
ほ
か
な
い
現
状
で
は
、
両
者
の
影
響
関
係
は
に
わ
か
に
決
し
難
い
。
善
導
（
六
一
三-

六
八
一
）
の
時
代
は
、
弘
忍
（
六
〇
一-

六
七
四
）
門
下
の
老
安
、
神
秀
（
六
〇
六
？-

七
〇
六
）、
法
如
（
六
三
八-

六
八
九
）
に
至
る
ま
で
、
彼
ら
北
上
し
た
東
山
法
門
の

人
々
に
よ
っ
て
、
道
信
の
語
録
（
入
道
安
心
要
方
便
門
で
あ
ろ
う
）
が
存
在
し
、
道
信
の
思
想
が
北
地
に
将
来
さ
れ
て
い
た
筈
で
あ

る
。
そ
の
点
で
善
導
が
道
信
と
東
山
法
門
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
逆
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
云
う
推
測
に
と
ど
ま

る
。文

殊
説
般
若
経
は
智
顗
「
常
坐
三
昧
」
と
関
連
づ
け
て
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
智
顗
に
あ
っ
て
も
同
経
の
本
意
は
身
止
観
と

⑳
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し
て
の
坐
禅
で
は
な
く
、
意
止
観
に
展
開
さ
れ
た
教
説
の
方
に
あ
っ
た
。
道
信
二
の
「
所
以
者
何
、
識
無
形
仏
無
形
。
仏
無
相

貌
」
こ
そ
文
殊
般
若
の
本
領
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
道
信
の
「
理
観
」
と
し
て
の
一
行
三
昧
も
、
文
殊
説
般
若
の
法
界
の
無
相
、

無
差
別
に
依
拠
し
た
の
で
あ
り
、
観
経
「
是
心
是
仏
」
の
仏
即
是
心
は
理
観
の
意
味
を
持
っ
た
心
と
仏
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
道
信
の
思
想
核
心
は
観
経
「
是
心
是
仏
」
に
こ
そ
あ
っ
た
。
心
と
は
無
所
念
の
当
体
で
あ
り
、
念
仏
念
心
と
云
っ

て
も
「
理
観
」
の
無
相
観
で
あ
る
。「
知
心
体
。
体
性
清
浄
、
体
与
仏
同
」（
五
種
の
一
、
後
述
）
と
い
う
無
所
念
の
心
を
見
る
「
見

仏
性
」
は
や
は
り
「
理
観
」
で
あ
る
。

そ
の
「
仏
性
」
定
義
も
明
確
で
あ
る
（
道
信
十　

同
二
二
五
頁
）
善
導
が
批
判
し
た
自
性
清
浄
仏
性
の
「
観
門
」
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
見
仏
か
ら
「
見
仏
性
」
へ
の
重
大
な
転
換
を
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

た
だ
道
信
「
一
行
三
昧
」
は
理
観
と
し
て
の
無
相
三
昧
を
本
意
と
し
な
が
ら
、
諸
方
便
（
初
学
坐
禅
）
を
以
て
学
道
者
を
指

導
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
道
信
以
降
、
東
山
法
門
に
至
る
一
行
三
昧
は
、
方
便
（
初
学
坐
禅
）
と
し
て
の
禅
定
の
宣
揚
に
展
開

し
た
と
い
え
、
浄
覚
の
序
（
同
八
二
頁
）
に
お
い
て
も
坐
禅
へ
の
傾
斜
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
す
で
に
楞
伽
師
資
記
弘
忍
三
（
同
二

八
七
頁
）
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
同
時
期
の
伝
法
宝
紀
も
道
信
、
弘
忍
が
坐
禅
専
一
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
言
さ
れ
る
（
三
八
〇
、
三
八

六
頁
）。
修
心
要
論
も
観
経
を
援
用
し
て
、
常
坐
の
方
法
を
専
ら
説
明
し
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
弘
忍
以
降
、
東

山
法
門
が
一
行
三
昧
を
常
坐
三
昧
に
収
斂
さ
せ
て
「
禅
即
定
」
と
い
う
坐
の
強
調
に
帰
着
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
。  

後
に
湛
然
は
道
信
が
文
殊
説
般
若
を
心
要
と
な
し
た
こ
と
を
認
め
、
し
か
も
、
道
信
以
後
、
分
裂
が
生
じ
た
ら
し
い
こ
と
を

記
し
て
い
る
。

「
後
人
承
用
、
情
見
不
同
、
致
使
江
表
京
河
、
禅
宗
乖
互
」（T

46-184c
・
柳
田
㈠
六
六
頁
）

印
順
（
邦
六
三
頁
）
は
湛
然
の
語
（
江
表
・
京
河
）
を
南
北
禅
宗
の
展
開
に
理
解
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
印
順
が
「
念
仏
と
摩
訶

㉑
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般
若
」（
同
二
〇
九
頁
）
で
指
摘
し
た
北
宗
以
下
、
南
山
念
仏
に
至
る
多
様
な
展
開
こ
そ
道
信
以
降
の
史
実
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
道

信
を
起
点
に
考
え
れ
ば
、
南
北
と
い
う
の
も
道
信
以
降
、
変
化
し
た
の
は
北
上
し
た
北
宗
の
運
動
の
方
で
あ
り
、
そ
れ
を
批
判

し
て
、
道
信
の
理
観
一
行
三
昧
の
本
義
と
云
う
べ
き
無
所
念
（
心
）・
無
相
（
仏
）
を
宣
揚
す
る
の
が
慧
能
と
『
壇
経
』
に
象
徴

さ
れ
る
南
宗
の
運
動
で
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
敦
煌
本
壇
経
の
一
行
三
昧
は
「
一
切
時

中
、
行
住
坐
臥
に
常
に
一
直
心
を
行
ず
」
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
心
地
無
相
戒
が
持
つ
特
異
性  

と
共
に
、
む
し
ろ
道
信
へ

の
回
帰
と
一
行
三
昧
の
本
義
の
宣
揚
運
動
と
し
て
理
解
で
き
る
。

道
信
と
慧
能
の
共
通
点
は
従
来
よ
り
し
ば
し
ば
諸
氏
が
指
摘
す
る
所
で
あ
っ
た
が
、
決
定
的
な
論
点
を
見
出
す
に
至
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
一
行
三
昧
の
初
学
坐
禅
（
道
信
九
・
十
「
初
学
坐
禅
」
は
、
北
宗
の
修
道
論
に
対
応
す
る
）
を
宣
揚
し
た
北
宗
の
運
動
が
先

行
し
て
世
に
登
場
し
、
そ
の
批
判
と
し
て
一
行
三
昧
の
理
観
（
無
相
三
昧
・
随
自
意
三
昧
か
）
を
本
意
と
す
る
運
動
（
南
宗
）
が
擡

頭
し
た
と
い
う
二
様
の
展
開
が
道
信
の
一
行
三
昧
か
ら
生
ま
れ
た
と
理
解
で
き
る
。  

一
行
三
昧
に
内
在
し
た
二
要
素
は
、
楞
伽
師
資
記
道
信
章
に
云
う
楞
伽
経
と
文
殊
説
般
若
経
を
所
依
経
典
と
し
て
、
楞
伽
経

は
弘
忍
の
「
守
心
」、
金
剛
三
昧
経
の
「
守
一
心
如
」
等
の
北
宗
守
一
説
の
根
拠
と
な
り
、
文
殊
説
般
若
経
の
一
行
三
昧
は
、

般
若
波
羅
蜜
の
立
場
で
慧
能
の
南
宗
へ
展
開
し
た
と
い
う
構
図
の
提
案  

も
あ
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
は
一
行
三
昧
に
内
在
す
る

多
様
性
と
し
て
、
名
称
無
尽
の
無
相
三
昧
（
理
）
で
あ
る
行
住
坐
臥
（
非
行
非
坐
の
随
自
意
三
昧
）
と
諸
方
便
の
一
と
し
て
の
坐
禅

（
常
坐
）
と
い
う
関
係
に
も
対
応
す
る
。

道
信
の
是
心
是
仏
の
思
想
が
「
初
学
坐
禅
」
に
始
ま
り
、
直
任
運
、
得
意
即
亡
言
（
同
二
四
一
頁
）
に
至
る
多
様
な
可
能
性
を
包

摂
し
て
い
た
の
に
対
し
、
北
上
し
た
東
山
法
門
の
運
動
が
、
従
来
仏
教
と
の
妥
協
を
図
っ
た
こ
と
は
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。
周

知
の
通
り
す
で
に
智
顗
に
は
暗
証
の
禅
師
の
批
判
が
あ
っ
た
。

便
以
為
証
謂
是
事
實
餘
為
妄
語
。
笑
持
戒
修
善
者
謂
言
非
道
。
純
教
諸
人
遍
造
衆
惡
。
盲
無
眼
者
不
別
是
非
。（T

46-18c

）

㉒

㉓

㉔
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禅
師
に
対
す
る
智
顗
の
批
判
を
想
起
し
た
と
き
、
北
上
し
た
東
山
法
門
下
の
人
々
が
綿
密
な
修
道
を
自
覚
し
た
こ
と
は
十
分

考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
是
心
是
仏
は
、
無
所
念
の
心
と
無
相
貌
の
仏
の
不
二
を
自
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
仏
と
心
は
、
文
殊
説
般
若
経

の
理
観
を
内
実
と
す
る
の
で
あ
り
、
事
観
と
は
全
く
異
な
る
理
や
性
と
し
て
の
仏
を
覚
証
す
る
運
動
（
見
仏
性
）
と
理
解
さ
れ

た
。
本
稿
で
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
同
時
代
、
牛
頭
法
融
（
五
九
四-

六
五
七
）
に
も
、
安
心
や
是
心
是
仏
を
め
ぐ
る
説
示

が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

禅
宗
は
多
様
な
差
異
と
可
能
性
を
歴
史
の
上
に
展
開
し
な
が
ら
、
な
お
総
体
と
し
て
禅
宗
で
あ
る
と
い
う
特
異
な
性
格
を
備

え
て
い
る
。
そ
の
多
様
性
を
可
能
に
し
て
い
る
根
本
構
造
こ
そ
禅
宗
の
本
質
規
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な

い
、
伏
在
す
る
普
遍
的
な
構
造
で
あ
る
。
一
行
三
昧
は
、
そ
れ
を
解
明
す
る
手
懸
り
と
な
る
の
で
あ
る
。

略
記

柳
田
㈠　

柳
田
聖
山
『
初
期
禅
宗
史
書
の
研
究
』（
法
蔵
館1964

）

柳
田
㈡　
　

同
『
禅
の
語
録　

初
期
の
禅
史
１
』（
筑
摩
書
房1972

）

柳
田
㈢　
　

同
『
禅
仏
教
の
研
究　

柳
田
聖
山
集　

第
一
巻
』（
法
蔵
館
一
九
九
九
）

小
林
㈠　

小
林
円
照
「
一
行
三
昧
論
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
一
九
七
六
）
一
五
九-

一
七
三
頁

小
林
㈡　
　

同
「
一
行
三
昧
私
考
」（『
禅
学
研
究
』
第
五
一
号
一
九
六
一
）

小
林
㈢　
　

同
「
禅
に
お
け
る
一
行
三
昧
の
意
義
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
巻
）
一
六
○-

一
六
一
頁
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参
考
文
献

望
月
信
享
『
大
乗
起
信
論
之
研
究
』（
金
尾
文
淵
堂　

一
九
二
二
）

安
藤
俊
雄
『
天
台
学
│
根
本
思
想
と
そ
の
展
開
│
』（
平
楽
寺
書
店
一
九
六
八
）

平
川
彰
『
仏
典
講
座
二
二　

大
乗
起
信
論
』（
大
蔵
出
版
一
九
七
三
）

印
順
『
中
国
禅
宗
史
』（
伊
吹
敦
訳　

山
喜
房
仏
書
林
一
九
九
七
）

小
川
隆
『
唐
代
の
禅　

神
会
』（
臨
川
書
店　

二
〇
〇
七
）

徐
文
明
『
中
土
前
期
禅
学
史
』（
北
京
師
範
大
学
二
〇
一
三
）

① 

専
論
と
し
て
『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
二
巻
（
禅
思
想
史
研
究
第
二
）「
道
信
の
禅
思
想
」、小
林
円
照
「
一
行
三
昧
論
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』

一
九
七
六
）
一
五
九-

一
七
三
頁
、「
一
行
三
昧
私
考
」（『
禅
学
研
究
』
五
十
一
号
一
九
六
一
）、「
禅
に
お
け
る
一
行
三
昧
の
意
義
」（『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』）
一
六
〇-

一
六
一
頁
、
田
中
良
昭
「
道
信
禅
の
研
究
」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
二
十
二
号
一
九
六
四
』、『
敦
煌
禅
宗
文

献
の
研
究
』
一
九
八
三
大
東
出
版
社
所
収
）
を
挙
げ
る
。
其
の
理
解
は
柳
田
「
道
信
や
浄
土
教
の
諸
師
が
関
心
を
寄
せ
た
の
は
、
一
行
三

昧
に
よ
る
単
純
な
実
践
、
坐
禅
と
念
仏
に
帰
着
す
る
」（
柳
田
㈢
一
二
頁
）
と
い
う
理
解
が
通
説
と
い
え
る
。

② 

文
殊
説
般
若
経
の
一
行
三
昧
は
無
相
三
昧
と
も
称
さ
れ
る
。
理
観
の
難
解
な
る
こ
と
、
仏
、
観
仏
も
無
相
を
観
ず
る
の
で
あ
り
、

初
学
菩
薩
は
も
ち
ろ
ん
二
乗
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
く
。

 

復
次
舍
利
弗
、
汝
問
云
何
名
仏
、
云
何
観
仏
者
。
不
生
不
滅
、
不
來
不
去
。
非
名
非
相
、
是
名
為
仏
、
如
自
観
身
実
相
。
観
仏
亦

然
。
唯
有
智
者
、
乃
能
知
耳
。
是
名
観
仏
（T

8-0728a

）

 

如
文
殊
師
利
、
所
説
般
若
波
羅
蜜
。
非
初
学
菩
薩
所
能
了
知
。
文
殊
師
利
言
、
非
但
初
学
菩
薩
、
所
不
能
知
。
及
諸
二
乗
所
作
、
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已
辦
者
亦
未
能
了
知
。　

如
是
説
法
、
無
能
知
者
、
何
以
故
。
菩
提
之
相
、
実
無
有
法
、
而
可
知
故
。
無
見
無
聞
、
無
得
無
念
。

無
生
無
滅
、
無
説
無
聴
。
如
是
菩
提
。
性
相
空
寂
。（T

8-0728b

）

③ 
小
林
尚
英
「『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
善
導
教
学
の
受
用
と
展
開
」（『
往
生
要
集
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
一
九
八
七
）
一
行
三
昧
と
は
本
来
、

法
界
無
相
の
理
に
達
す
る
法
で
…
、
こ
こ
で
説
く
称
名
の
文
は
、
そ
の
た
め
の
方
便
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
無
相
理
観
が
基
で

あ
る
。（
同
書
一
九
九-

二
○
○
頁
）

④ 

柴
田
泰
山
『
前
掲
書
』「
観
経
疏
は
往
生
礼
讃
後
…
と
推
論
す
る
」（
六
五-

七
頁
）
及
び
、
岡
崎
秀
麿
「
善
導
往
生
礼
讃
に
お
け
る

一
行
三
昧
」（
印
度
学
仏
教
学
研
究
巻
五
九-

二
号
二
〇
一
一-

三
）
参
照

⑤ 

佐
藤
哲
英
『
天
台
大
師
の
研
究
』（
百
華
苑
一
九
六
一
）
六
三
七
頁
、
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
二
〇
〇
六
）、
高
橋

弘
次
「『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
念
仏
と
見
仏
」（
前
掲
『
往
生
要
集
研
究
』
所
収
）

⑥ 

吉
川
忠
夫
『
前
掲
書
』
で
は
批
判
対
象
を
法
相
と
禅
と
理
解
し
て
い
る
（
八
八
頁
）。
柴
田
泰
山
『
前
掲
書
』（
六
四
三
頁
）
は
、『
大
乗

起
信
論
』
を
典
拠
と
し
て
行
わ
れ
た
解
釈
と
思
わ
れ
…
地
論
系
統
お
よ
び
摂
論
系
統
」
を
想
定
し
て
い
る
。

⑦ 

『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
二
巻　

禅
思
想
研
究
第
二
（
岩
波
書
店　

一
九
六
八
）
三
○
三
頁
他

 

州
忍
和
尚
導
凡
趣
聖
悟
解
脱
宗
修
心
要
論
一
巻
（
大
拙
校
訂
本
）
に
、

 

十
一
、
既
体
知
衆
生
仏
性
、
本
来
清
浄
。

 

十
四
、
若
初
心
学
坐
禅
者
、
依
無
量
寿
観
経
、
端
坐
正
身
、
閉
目
合
口
、
心
前
平
視
、
随
意
近
遠
、
作
一
日
想
、
守
之
念
念
不
住
。

即
善
調
気
息
、
声
莫
使
乍
麁
乍
細
、
即
令
人
成
病
。
と
い
い
、
一
方
で
観
経
を
実
践
的
に
理
解
し
て
い
る
。

 

ま
た
観
心
論
は
修
心
要
論
の
転
用
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
る
。（
柳
田
㈢
二
三
二
頁
）
が
「
衆
生
身
中
金
剛
仏
性
」
が
、
道
信
の
心
仏

論
と
調
和
す
る
か
ど
う
か
、
師
資
記
の
修
心
要
論
（
そ
し
て
法
如
派
）
に
対
す
る
態
度
と
共
に
あ
ら
た
め
て
問
題
と
す
る
べ
き
で
あ

る
（
柳
田
㈢
七
一
一
頁
）。
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⑧ 

小
林
尚
英
「
善
導
の
観
経
疏
像
想
観
釈
に
つ
い
て
」（
印
仏
巻
四
二-

二
号
、
二
〇
〇
四
）
六
一
七-

一
九
頁

⑨ 
小
林
㈠
の
道
信
「
一
行
三
昧
」
評
価
は
先
に
見
た
。
一
行
三
昧
の
般
若
行
（
理
の
立
場
）
と
念
仏
（
事
の
立
場
）
に
該
当
す
る
両
方
の

経
文
を
引
い
て
証
拠
と
し
て
い
る
、
…
禅
系
統
に
お
け
る
念
仏
の
位
置
が
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
。（
一
六
七
頁
）
と
い
う
指
摘
。

⑩ 

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
巻
二
三
、
三
次
品　

経
文
は
、

 

何
以
故
、
是
諸
法
自
性
無
。
若
法
自
性
無
是
為
非
法
。
無
所
念
是
為
念
仏
。
復
次
須
菩
提
。
不
応
以
十
二
因
縁
法
念
仏
。
何
以
故
。

是
因
縁
法
自
性
無
。
若
法
自
性
無
、
是
為
非
法
、
無
所
念
是
為
念
仏
。（T

08-p0385c

）

 

こ
の
道
信
二
（
柳
田
㈡
一
九
一
頁
）
の
一
段
は
楞
伽
師
資
記
の
句
読
（
何
等
名
無
所
念
、
即
念
仏
心
、
名
無
所
念
）
を
訂
正
し
て
「
何
等
名
無

所
念
即
念
仏
、
心
名
無
所
念
。」
と
し
た
。「
無
所
念
者
是
名
念
仏
」
を
再
度
、
何
と
名
づ
く
る
か
と
問
い
、
答
が
「
心
を
無
所
念

と
名
づ
く
」
で
あ
る
。
心
と
は
無
所
念
と
い
う
定
義
が
後
節
も
仏
即
心
と
し
て
一
貫
す
る
の
で
あ
る
。

⑪ 

小
林
㈢
（
一
六
一
頁
）「
即
念
仏
心
是
仏
、
妄
念
是
凡
夫
」
と
は
、
般
若
と
念
仏
の
両
面
（
理
事
）
の
一
行
三
昧
を
依
用
し
て
い
る
、
と

云
う
指
摘
が
あ
る
が
、
今
は
採
ら
な
い
。

⑫ 

経
文
は
「
所
以
者
何
。
諸
仏
如
来
、
是
法
界
身
。
遍
入
一
切
衆
生
心
想
中
、
是
故
汝
等
、
心
想
仏
時
。
是
心
即
是
、
三
十
二
相
八

十
随
形
好
。
是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
。」（T

12-343a
）
経
文
解
釈
と
し
て
は
「
心
想
仏
時
。
是
心
即
是
、
三
十
二
相
八
十
随
形
好
。

是
心
作
仏
」
と
云
う
の
は
心
仏
に
能
所
あ
り
と
解
す
る
の
が
自
然
か
。

⑬ 

吉
川
忠
夫
「
仏
は
心
に
在
り
│
「
白
黒
論
」
か
ら
姚
崇
の
「
遺
令
」
ま
で
│
」（
福
永
光
司
編
『
中
国
中
世
の
宗
教
と
文
化
』
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
一
九
八
二
）「
心
が
そ
の
ま
ま
か
が
や
き
だ
す
と
…
心
中
に
仏
が
顕
現
し
て
く
る
と
解
す
る
か
、
の
ち
が
い
」（
八
八
頁
）
と
指
摘

さ
れ
る
。

⑭ 

古
賀
英
彦
「
楞
伽
宗
雑
考
」（
荒
牧
典
俊
編
著
『
北
朝
隋
唐
中
国
仏
教
思
想
史
』（
法
蔵
館
二
〇
〇
〇
）
は
、
智
顗
「
観
仏
」
か
ら
道
信
「
看
心
」
へ

移
行
し
た
と
云
う
（
三
九
九
頁
）。
一
行
三
昧
が
理
観
の
徹
底
と
し
て
の
「
無
相
の
念
仏
」
で
あ
る
こ
と
は
、
道
信
七
の
『
観
経
』「
是
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心
是
仏
」
引
用
の
一
段
が
、
観
仏
で
は
な
い
「
見
仏
性
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。（
柳
田
㈡
二
三
三
頁
）。

 
小
川
隆
『
神
会
』
に
も
道
信
章
の
分
析
（
八
四-

一
○
○
頁
）
が
あ
る
が
、
道
信
の
坐
禅
の
位
置
づ
け
は
従
来
説
に
立
つ
。

⑮ 
神
秀
（
六
〇
六
？-

七
〇
六
）
五
方
便
に
「
仏
是
西
国
梵
語
、
此
土
名
覚
。
所
言
覚
義
者
、
謂
心
体
離
念
」、
観
心
論
で
は
浄
土
批
判

の
論
拠
と
な
る
。
即
ち
、

 

又
問
、
経
所
説
言
、
至
心
念
仏
、
必
得
解
脱
。
答
曰
、
夫
念
仏
者
、
当
須
正
念
為
正
。
不
了
義
即
為
邪
。
正
念
必
得
、
往
生
浄
国
。

邪
念
云
何
達
彼
。
仏
者
覚
也
。
所
為
覚
察
、
心
源
勿
令
起
惡
。
念
者
憶
也
。
謂
堅
持
戒
行
、
不
忘
精
懃
、
了
如
来
義
。
名
為
正
念
。

（T
85-1273a

）

 

以
後
、
壇
経
に
至
る
ま
で
、
仏
即
覚
義
は
度
々
宣
揚
さ
れ
る
。

⑯ 

道
信
一
で
い
う
身
心
空
観
、
特
に
身
の
空
観
と
し
て
の
禅
定
は
、「『
文
殊
説
般
若
経
』
の
一
行
三
昧
を
は
る
か
に
超
え
た
」
柳
田

㈡
（
二
五
二
頁
）
と
柳
田
は
理
解
す
る
が
、
文
殊
般
若
経
を
引
用
し
て
そ
の
主
旨
を
述
べ
る
道
信
一
「
身
心
方
寸
、
挙
足
下
足
、
常
在

道
場
」
と
本
段
九
「
不
問
昼
夜
、
行
住
坐
臥
、
常
作
此
観
」
が
別
旨
と
も
思
え
な
い
。
た
だ
冒
頭
の
初
学
坐
禅
時
は
、
方
便
と
し

て
の
常
坐
と
い
え
、
続
け
て
要
旨
は
行
住
坐
臥
の
一
行
三
昧
の
本
旨
（
理
観
）
に
至
る
と
云
え
、
本
段
本
文
に
は
何
か
理
観
と
の
混

乱
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

⑰ 

摩
訶
止
観
常
坐
三
昧
の
意
止
観
で
は
、

 

意
止
觀
者
、
端
坐
正
念　

に
始
ま
り
。
…
中
略
…
以
此
意
歴
一
切
法
亦
応
可
解
。
上
所
説
者
、
皆
是
經
文
。（T

46-11b12a

）
ま
で
、

文
殊
説
般
若
の
一
段
（T

08-728c731b

）
に
限
定
し
て
引
用
さ
れ
る
。
柳
田
㈢
一
二
頁
で
も
一
行
三
昧
を
身
儀
の
一
行
に
限
定
す
る
こ

と
へ
の
疑
念
が
表
さ
れ
て
い
る
。

⑱ 

四
種
三
昧
の
非
行
非
坐
三
昧
は
南
嶽
慧
思
（
五
一
四
？-

五
七
七
）
が
「
随
自
意
三
昧
」
と
呼
ぶ
三
昧
で
あ
る
。

 

随
自
意
三
昧
目
次
。
行
威
儀
品
第
一
以
下
、
住
、
坐
、
眠
（
臥
）、
食
、
語
ま
で
の
六
威
儀
品
か
ら
な
る
が
、
そ
の
坐
威
儀
品
第
三
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に
「
四
種
身
威
儀
中
、
坐
最
為
安
隱
、
菩
薩
常
応
、
跏
趺
端
坐
」（Z98-693b

）
と
い
い
、
そ
れ
を
受
け
た
智
顗
の
「
非
行
非
坐
」
も

意
は
行
住
坐
臥
を
含
む
一
切
に
通
じ
る
と
い
え
る
。
一
方
、
印
順
は
文
殊
説
「
一
行
三
昧
」
の
二
つ
の
性
格
（
理
と
事
）
に
言
及
し

な
が
ら
、
道
信
以
降
、
坐
禅
に
収
斂
し
て
ゆ
く
事
実
を
追
認
す
る
だ
け
で
、
そ
の
分
析
は
な
い
（
邦
二
〇
七-

九
頁
）。

⑲ 

明
見
仏
性
は
涅
槃
経
「
見
仏
性
」
を
承
け
て
、
梁
宝
亮
撰
『
涅
槃
経
集
解
』
卷
第
三
十
三
の
僧
亮
曰
、
見
性
成
仏
、
即
性
為
仏
也
。

（T
37-490c

）
の
「
見
性
成
仏
」
説
を
見
る
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
だ
が
、
六
朝
の
涅
槃
経
研
究
の
成
熟
が
そ
の
先
駆
で
あ
ろ
う
し
、
竺

道
生
（
三
五
五
？
〜
四
三
五
）
の
「
善
不
受
報
、
頓
悟
成
仏
」（
高
僧
伝
巻
七
道
生
伝
）
説
や
、
慧
観
（
三
六
八
〜
四
三
八
）
撰
（
伝
）『
肇
論

疏
』
巻
上
六
七
「
故
知
衆
生
与
仏　

性
本
共
同
」
や
、『
修
心
要
論
』、『
観
心
論
』
が
「
十
地
経
云　

衆
生
身
中　

有
金
剛
仏
性

云
々
」
と
云
う
の
も
、
畢
竟
そ
れ
は
心
仏
関
係
を
め
ぐ
る
成
仏
論
の
成
熟
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。
印
順
（
邦
訳
四
七
八
頁
）、
布
施
浩

岳
『
涅
槃
宗
の
研
究　

後
編
』
国
書
刊
行
会
（
二
三
二
頁
）
等
参
照

⑳ 

古
賀
英
彦
「
前
掲
論
文
」、
南
宗
禅
の
仮
託
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
が
椎
名
宏
雄
「
傅
大
士
と
『
心
王
銘
』」（
印
度
学
仏
教
学
研
究
巻
一
六-

一
号
一
三
○-

一
頁
一
九
六
八
）。
し
か
し
傅
大
士
心
王
銘
の
古
層
ま
で
は
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

㉑ 

柳
田
㈢
「
北
宗
禅
の
思
想
」
二
六
五
頁
。
既
に
注
⑭
に
見
た
印
順
（
邦
二
〇
七-

八
頁
）
も
同
様
の
理
解
で
あ
る
が
、『
伝
法
宝
紀
』
の

道
信
「
坐
禅
根
本
」
に
は
『
観
無
量
寿
経
』「
是
心
是
仏
」
の
分
析
は
な
い
。
確
か
に
こ
の
時
代
に
は
北
宗
は
坐
禅
為
主
を
唱
え
た

だ
ろ
う
が
、
道
信
の
原
像
を
伝
え
る
の
は
師
資
記
道
信
章
で
あ
ろ
う
。
伝
法
宝
紀
と
師
資
記
の
性
格
の
相
違
に
は
十
分
な
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

㉒ 

敦
煌
本
六
祖
壇
経
の
心
地
無
相
戒
の
特
異
性
は
専
論
を
要
す
る
が
、
既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
壇
経
に
先
行
す
る
神
会
の
菩
薩
戒

観
は
北
宗
大
乗
無
生
方
便
門
の
授
菩
薩
戒
儀
と
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
授
戒
儀
に
限
っ
て
は
神
会
も
北
宗
と
大
差
が
な

か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
今
は
心
地
無
相
戒
も
道
信
の
本
義
を
継
承
す
る
と
い
う
仮
説
に
留
め
る
。

㉓ 

小
林
㈠
（
一
六
七
頁
）
慧
能
と
道
信
の
三
昧
と
同
視
で
き
る
と
理
解
し
て
い
る
。
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注
⑭
の
印
順
も
、
道
信
、
慧
能
の
類
似
性
を
示
唆
す
る
ま
で
で
、
両
者
の
思
想
的
継
承
の
決
定
的
な
因
果
関
係
の
解
明
は
十
分
で

は
な
い
。
小
川
『
神
会
』
従
来
説
を
踏
襲
す
る
が
、
坐
禅
を
越
え
た
任
運
を
南
宗
禅
の
「
萌
芽
」
と
し
て
理
解
す
る
言
及
が
あ
る
。

（
九
五
頁
）
一
行
三
昧
の
理
観
に
含
意
さ
れ
る
二
要
素
と
理
解
す
る
こ
と
で
、
北
宗
に
次
い
で
、
神
会
・
慧
能
が
直
ち
に
登
場
す
る
事

情
（
道
信
の
本
義
の
宣
揚
回
帰
）
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

㉔ 

田
中
良
昭
『
敦
煌
禅
宗
文
献
の
研
究
』（
大
東
出
版
一
九
八
三
）
二
八
八
頁
参
照


